
（1）第漉郵便物認可毎月3回1・11・21日発行定価ｌ部5円乍μｉ＾ｍ正＾すごより昭旬ｌ9年Ｊ月ｌ6日第3糧奪便物認可昭和52年11月21日発行第432号

この道ひとすじ

斤宇治市役所

京都府宇冶市宇治琵Ｅ33Ｓ地

電話＠3141㈹
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こ
の
道
ひ
と
す
じ
Ｉ
。
市
内
の
各
団
体
か
ら
推
せ
ん

さ
れ
た
大
工
さ
ん
や
調
理
師
、
理
容
師
、
製
茶
工
な
ど
、

長
年
に
わ
た
っ
て
、
き
び
し
い
修
練
を
経
て
こ
ら
れ
た
二

十
二
人
の
方
か
、
十
一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に

島
田
市
長
か
ら
技
能
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

2
2
人
を
表
彰

こ
の
表
彰
制
度
は
、
技
能
者
の
す

ぐ
れ
た
功
労
を
た
た
え
、
そ
の
道
ひ

と
す
じ
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
方
の
長

年
の
ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
は
げ
ま

す
と
と
も
に
、
技
能
者
の
方
の
地
位

や
技
術
水
準
を
向
上
さ
せ
、
私
た
ら

市
民
の
手
で
こ
れ
ら
の
技
能
を
守
り

育
て
て
い
こ
う
と
、
昭
和
四
十
七
年

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
表
彰
香
受
け
ら
れ
る
の
は
二

十
二
人
の
方
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に

受
け
ら
れ
た
方
を
含
め
ま
す
と
、
合

わ
せ
て
二
〇
九
人
の
技
能
功
労
者
が

誕
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
の
方
も
、
地
味
で
時
間
の
か
か

る
手
仕
事
を
長
年
、
積
み
ｍ
ね
て
こ

ら
れ
た
方
ば
か
り
で
、
ど
ん
ど
ん
機

械
化
が
進
み
、
手
仕
事
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
現
在
、
市
民
忠
階
に

う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
る
貴
ｍ
な

質
問
…
い
ま
、
ど
こ
の
地
方
自

治
体
と
も
財
政
が
苦
し
く
、
赤
字
を

抱
え
て
悩
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
宇
治
市
の
場
合
、
昭
和
五
十
一

年
度
で
は
黒
字
が
で
た
よ
う
で
す
が

ど
ん
な
財
政
事
情
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
今
年
度
の
忌
垣
し
は
ぐ
つ

で
す
か
。

☆
☆

回
答
・
・
と
指
摘
の
と
お
り
、
宇

治
市
も
、
他
の
市
町
村
の
例
に
も
れ

ず
、
財
政
事
情
が
極
め
て
苦
し
い
現

状
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
度
の
決
算
を
み
ま

す
ぺ
数
字
的
に
は
、
約
二
悳
二
千

万
円
の
累
積
赤
字
で
、
五
十
一
年
度

単
年
度
で
は
約
四
億
円
の
黒
字
が
出

も
の
と
言
え
ま
す
。

な
お
、
表
彰
式
の
あ
と
、
辻
正
男

さ
ん
が
彫
刻
の
実
践
を
披
露
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
内
訳
を
み
て

み
ま
す
と
、
①
仮
称
木
幡
第
三
小
学

校
用
地
の
売
却
が
年
度
末
ぎ
り
ぎ
り

に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
と
も
な
う

奈
良
町
池
の
一
郎
を
二
億
二
千
万
円

で
売
却
し
た
こ
と
な
ど
、
実
質
的
な

五
十
一
年
度
赤
字
要
因
を
プ
ラ
ス
し

ま
す
と
、
累
積
赤
字
は
八
億
八
千
万

円
に
も
な
り
、
実
質
的
に
は
、
五
十

今
年
度
末
で
は
、
宇
治
市
が
財
政
再

建
団
体
に
転
落
す
る
限
度
額
（
約
十

四
億
九
千
万
円
）
近
く
ま
で
累
積
赤

宇
が
ふ
え
る
要
因
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
五
十
年
度
、
五
十
一
年

苦
し
い
市
の
財
政

再
建
団
体
転
落
回
避
へ
の
努
力

地
方
交
付
税
の
精
算
や
地
方
債
の
繰

上
げ
償
還
分
四
億
三
千
万
円
が
五
十

二
年
度
に
繰
り
延
べ
ら
れ
た
こ
と
、

②
万
一
、
仮
称
木
幡
第
三
小
用
地
が

売
れ
な
か
っ
た
場
合
に
備
え
て
市
有

一
年
芋
弱
二
ｍ
五
千
万
円
ほ
ど
の

赤
字
が
で
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

さ
て
、
五
十
二
年
度
の
財
政
見
澄

し
で
す
が
、
そ
の
苦
し
さ
は
続
い
て

お
り
、
い
ま
の
ま
ま
で
推
移
す
る
と

山
本
栄
次
郎
（
7
7
）
‥
Ｈ
宇
治
妙
楽
馬
場
三
男
（
6
0
）
＝
大
久
保
町
南
ノ

掛
川
安
三
郎
（
7
7
）
＝
志
津
川
西
組
口

西
池
信
太
郎
（
7
5
）
＝
五
ケ
庄
折
坂
岩
村
栄
三
（
6
0
）
＝
広
野
町
東
裏

松
本
友
一
（
7
4
）
＝
六
地
蔵
町
並
〔
建
具
師
〕

上
村
佐
吉
（
7
1
）
＝
白
川
川
上
り
谷
岡
原
久
義
（
6
0
）
＝
五
ケ
庄
檀
ノ
東

古
川
伍
一
（
7
0
）
＝
白
川
川
上
り
谷
〔
彫
刻
師
〕

羽
倉
与
良
（
6
9
）
＝
五
ケ
圧
上
村
辻
正
男
（
6
5
）
＝
五
ケ
庄
日
皆
田

石
川
楢
次
郎
（
6
9
）
＝
白
川
川
上
り
〔
寝
具
加
工
〕

谷
古
賀
ノ
ブ
エ
（
7
5
）
＝
宇
治
蓮
華

〔
建
築
大
工
〕
・
林
ふ
さ
（
7
0
）
＝
宇
治
慈

福
山
喜
久
雄
（
6
0
）
＝
小
倉
町
寺
内
〔
金
網
加
工
〕―

。
ハ
ン
マ
ー
と
ノ
ミ
が
小
さ

・
何
回
も
ノ
ミ
が
か
え
ら
れ
、

い
た
チ
ー
ク
材
が
少
し
ず
つ
削

（
五
ケ
庄
日
皆
田
、
6
5
歳
）
の
・

。
「
十
五
の
と
き
に
こ
の
道
に
゛

行
政
こ
ん
談
会
か
ら

洋
彫

ま
は
、
夷
川
や
堀
江
の
家
具
問
Ｍ
の
汪
文

高
級
家
具
の
装
飾
を
手
掛
け
ら
れ
て
い
る

昭
和
七
年
に
は
、
香
里
園
の
成
田
不
動
専

’
拝
や
肘
木
、
蛙
股
な
ど
の
装
飾
を
一
手
に

受
け
た
こ
と
も
あ
る
。

。
地
味
な
仕
事
で
、
図
案
を
引
く
人
も
い
な

・
ず
る
し
か
な
い
ん
で
す
。
こ
の
仕
・

代
か
ぎ
り
で
す
ね
え
」
－
淡
々

・
が
、
そ
の
衷
情
は
さ
わ
や
か
で
あ

度
に
つ
づ
い
て
、
三
た
び
財
収
再
建

団
体
転
落
の
危
機
を
は
ら
ん
で
い
ま

す
。そ

こ
で
、
市
で
は
、
財
政
再
建
団

体
に
絶
対
転
落
さ
せ
な
い
、
自
主
再

西
山
延
之
助
（
6
9
）
＝
宇
治
宇
文
字

〔
調
理
師
〕

山
村
俊
一
（
6
3
）
＝
広
野
町
西
裏

実
石
善
一
（
6
0
）
＝
宇
治
若
霖

村
田
美
之
助
（
6
0
）
Ｌ
菟
道
門
の
前

建
を
す
す
め
る
こ
と
を
目
標
に
努
力

し
て
お
り
、
。
国
に
対
し
て
、
税
の
落

ち
込
み
に
対
す
る
減
収
禰
て
ん
恋
心

全
に
さ
せ
る
な
ど
の
制
度
改
正
を
強

力
に
働
ら
き
か
け
る
一
方
、
市
の
内

部
努
力
と
し
て
、
市
税
の
徴
収
率
ア

ン
プ
、
零
細
財
産
の
整
理
、
事
務
事

業
の
厳
し
い
見
直
し
に
よ
る
経
常
経

費
の
節
減
な
ど
を
は
か
っ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
社
団
法
人
・
京
都
自

治
体
問
題
研
究
所
の
財
政
診
断
結
果

や
市
の
自
ま
丹
建
専
門
委
員
会
の
分

析
結
果
な
ど
を
ふ
ま
え
、
自
主
再
建

計
画
を
た
て
、
市
民
生
活
を
守
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

〔
理
容
師
〕

堀
越
貞
子
（
6
0
）
＝
五
ヶ
圧
平
野

〔
マ
ッ
ナ
ー
£
巴

北
岡
末
次
郎
（
7
2
）
Ｈ
‥
宇
治
壱
番

〔
敬
称
略
〕

交
通
対
策
な
ど
話
合
い

地
域
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
要
望
な

ど
を
住
民
と
市
が
話
し
合
う
行
政
懇

｛
″
会
が
、
1
0
月
1
4
日
に
広
野
地
区
で

ま
た
、
1
0
月
2
8
日
に
西
大
久
保
小
育

友
会
と
そ
れ
ぞ
れ
聞
か
れ
ま
し
司

ま
ず
、
広
野
地
区
の
胴
談
会
で
は

都
市
開
発
や
交
通
対
策
を
中
心
に
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
地
元
か
ら
広
野
地
区

は
川
鉄
や
近
鉄
、
国
道
、
府
道
が
槃

申
し
、
交
通
渋
滞
は
日
常
茶
飯
事
で

危
険
で
も
あ
る
。
近
鉄
の
高
架
化
や

府
導
落
淀
線
の
バ
イ
パ
ス
の
早
期

建
設
に
よ
り
交
通
腿
相
対
策
を
こ
う

じ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
市
か
ら
府
氾

の
バ
イ
パ
ス
計
画
を
す
す
め
て
い
る

段
階
で
あ
り
、
今
後
、
地
元
の
み
な

さ
ん
の
協
力
を
得
て
府
や
國
な
ど
、

諸
関
係
機
関
に
交
渉
し
て
い
く
と
回

答
。
市
と
し
て
も
、
交
通
渋
滞
緩
和

の
た
め
（
仮
称
）
市
道
折
居
大
久
保

線
を
計
画
し
、
関
係
機
関
と
協
議
し

て
い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
中
学
校
の
新
設
や
大

塚
養
鶏
場
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
も

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、
西
大
久
保
小
育
友
会
と

の
懇
談
会
で
は
、
主
に
学
校
施
設
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
夜
間
の
不
法

駐
車
な
ど
学
校
管
理
の
う
え
か
ら
も

西
大
久
保
小
の
校
門
設
ほ
の
た
め
に

来
年
度
の
予
ｇ
を
要
求
し
て
欲
し
い

と
の
強
い
妥
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
教
育
委
員
会
か

ら
「
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
学
校

廸
設
・
プ
レ
ハ
ブ
教
室
解
消
に
努
力

し
て
き
た
。
今
後
校
門
設
置
を
も
ふ

く
め
た
施
設
整
備
に
と
り
く
ん
で
い

く
こ
と
に
し
て
お
り
、
ｍ
点
施
策
を

ど
こ
に
ほ
く
の
か
を
予
算
嬰
求
の
中

で
学
校
側
と
も
協
議
し
て
い
く
」
と

説
明
。
こ
の
問
題
は
以
前
か
ら
の
要

望
事
項
で
も
あ
ｓ
＞
今
後
も
継
続
し
て

話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
室
の
増
築
問
題
や
ス
ー

パ
ー
・
ｉ
ｌ
ｉ
Ｋ
イ
進
出
に
よ
る
通
学
路

の
安
企
対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

晴れの日のお着付から付添まで

し安心して私たちにおまかせ下さいませ
チ
ズ
コ
美
容
室

菟
道
車
田
菟
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畑
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容
室
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室
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八
筋
目
東
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3
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4

く
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容
室

木
幡
束
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二
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六

（
3
1
）
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0
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1

ロ
ー
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容
室

五
ヶ
庄
大
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（
3
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）
5
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9

ク
ラ
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容
室
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．
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宇
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［
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三
位
ま
で
を
表
彰

市
民
総
合
体
育
大
会
閉
幕

八
月
下
旬
か
ら
十
五
種
目
に
わ
た

っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
第
十
一
回

市
民
総
合
体
育
大
会
は
、
十
月
三
十

日
に
行
わ
れ
た
軟
式
野
球
を
最
後
に

全
雅
ｇ
を
終
了
。
十
一
月
十
三
日
市

民
会
館
で
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
各
種

目
三
位
ま
で
の
入
賞
者
に
和
田
安
治

大
会
会
長
（
宇
治
市
体
育
協
会
長
）

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
の
大
会
で
は
約
八
千
人
の
男

女
選
手
が
参
加
。
各
種
目
に
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
租
目
ご
と
の
優

勝
者
（
チ
ー
ム
）
は
次
の
と
お
り
で

す
。

〔
軟
式
野
球
〕

▽
Ａ
級
・
・
・
松
下
コ
ン
デ
ン
サ
ー

▽
Ｒ
級
…
木
村
組

▽
ｃ
級
・
・
太
陽
産
業

▽
Ｄ
級
…
川
崎
装
飾

〔
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
〕

▽
社
会
人
・
・
・
大
久
保
小
育
友
会

〔
軟
式
庭
球
〕

▽
男
子
Ａ
・
：
畑
・
小
出
＝
ｉ
1
1
1
1
Ｋ
カ

▽
男
子
Ｂ
・
・
・
藤
井
・
谷
口
＝
宇
治
ク

▽
男
子
ｃ
・
・
・
高
室
・
橋
本
＝
宇
治
高

▽
壮
年
・
・
・
的
場
・
井
本
＝
宇
治
ク

▽
女
子
Ａ
…
飛
田
・
鈴
木
‐
城
用
高

▽
家
庭
婦
人
・
・
・
堀
池
・
森
1
1
宇
治
ク

▽
少
年
・
・
山
田
・
政
川
Ｌ
北
宇
治
中

▽
少
女
・
・
山
田
・
爾
村
1
1
東
宇
治
中

〔
硬
式
庭
球
〕

▽
男
子
畢
・
・
・
責
誕
了
日
産
軍
体

▽
同
複
・
・
・
林
・
西
江
＝
宇
治
ロ
ー
ン

▽
女
孟
Ｔ
林
美
知
子
1
1
大
原
グ
ジ

ー
ン
ク
ラ
プ

▽
同
視
・
・
・
西
村
・
文
野
1
1
東
宇
治
高

〔
卓
球
〕

▽
男
’
雨
一
体
・
・
・
絆
会

▽
女
子
団
体
・
・
・
大
開
小
育
友
会

▽
少
年
団
体
・
・
・
絆
会
Ｂ
・

▽
少
女
団
体
・
・
・
絆
会
Ａ

▽
蹴
字
一
部
・
・
・
長
谷
川
紀
夫
‐
絆
会

▽
同
二
部
・
・
・
岸
上
孝
雄
＝
西
小
倉

教
育
振
興
会

▽
女
子
一
部
・
・
・
長
岡
明
美
＝
大
久
保

小
育
友
会

▽
同
二
部
・
’
・
山
本
栄
子
ｉ
大
開
小

育
友
会

▽
少
年
・
・
・
貴
志
浩
行
ｎ
絆
会

▽
少
女
・
・
・
首
藤
腕
Ｌ
絆
会

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕

▽
社
会
人
男
子
・
・
・
槙
局
ク
ラ
ブ

▽
社
会
人
女
子
・
・
・
洛
双
同
好
会

▽
家
庭
婦
人
・
・
・
棋
局
ク
ラ
ブ

▽
少
年
・
・
・
東
宇
治
中
Ｃ

▽
少
女
・
・
・
南
宇
治
申
Ａ

〔
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〕

▽
男
子
団
体
・
・
小
倉
パ
ド
－
ｔ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ

▽
女
子
団
体
・
・
・
自
衛
隊
関
西
補
給
処

▽
男
ヱ
に
皐
・
・
・
仲
田
康
英
＝
Ｍ
Ｅ
ｃ

▽
同
複
・
・
・
高
木
・
奥
野
1
1
小
倉
パ

ド
・
Ｉ
ン
ト
ン
ク
ラ
プ

▽
女
孟
Ｔ
石
井
淳
子
1
1
城
用
ａ
Ｂ

▽
同
夜
・
・
・
岩
見
・
森
倉
＝
ｇ
ｌ
高

▽
少
女
複
・
・
・
内
村
・
松
本
1
1
北
宇
治

中

▽
家
庭
婦
人
・
・
・
中
川
・
長
谷
川
1
1
北

老
人
福
祉
電
話

申
し
込
み
は
2
6
日
ま
で

勉
強
に
専
念
…
…

公
民
館
の
乳
幼
児
学
級

で
、
す
で
に
4
0
人
の
方
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
電
話
を
設
置
す
る
た
め

の
条
件
は
、お知らせ

小
倉

〔
サ
ッ
カ
ー
〕

▽
社
会
人
・
・
・
京
都
引
越
専
門
協
同
組

合

▽
少
年
一
部
・
・
・
神
明
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団

〔
弓
道
〕
’

▽
上
級
近
的
・
・
・
笹
平
達
男

▽
上
級
遠
的
・
・
・
加
藤
裕
昭

▽
初
級
近
的
・
・
・
前
ｍ
隆
久

▽
初
級
遠
的
・
・
・
中
村
広
義

〔
剣
道
〕

▽
団
体
・
・
・
宇
治
警
察
著

①
宇
治
市
に
住
み
、
前
年
の
所
得
税

が
本
人
、
扶
養
義
務
者
と
皐
辰

税
で
あ
る
こ
と

②
国
6
5
歳
以
上
の
ひ
と
2
＊
ら
し
の

人
向
6
5
歳
以
上
の
人
と
、
6
0
歳
以
上

の
人
ま
た
は
1
8
歳
未
同
の
児
童

▽
細
人
一
部
・
・
山
本
存
Ｉ
東
宇
治
高

▽
同
二
部
…
荒
西
常
雄
＝
大
久
保

自
衛
隊

高▽同高

三
部
・
・
・
藤
原
利
治
イ
絨
南
高

Ｏ
Ｂ

四
郎
・
・
・
中
野
光
市
＝
宇
治
警

察
署

五
部
・
・
・
薦
醤
竿
Ｉ
Ｙ
Ｍ
Ｂ

Ａ

〔
少
年
剣
道
〕

▽
団
体
一
部
・
・
・
大
久
保
少
年
剣
友
会

Ａ

▽
同
二
部
・
・
・
大
久
保
少
年
剣
友
会

重
度
の
心
身
障
害
者
で
構
成
す

る
世
帯

③
安
否
の
確
認
、
日
常
忠
洒
に
対
す

る
助
冒
や
相
談
、
そ
の
他
電
話
に

よ
る
訪
問
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

人
ま
た
は
世
帯

を
満
た
す
人
（
世
帯
）
で
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
電
話
も

ま
た
、
外
出
す
る
こ
と
が
困
難
な

重
度
の
障
害
者
の
緊
急
連
絡
な
ど
の

手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
身
体
障
害

者
福
祉
電
話
」
‘
い
お
貸
し
し
て
い
ま

す
。こ

の
電
話
を
股
ほ
す
る
条
件
は
、

①
宇
治
市
に
住
み
、
前
年
の
所
得
税

が
非
課
税
の
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
・
二
級

で
、
1
8
歳
以
上
の
人

■
申
し
込
み
は

Ａ

▽
個
人
一
部
・
・
・
長
谷
川
芯
笥
＝
宇
治

≪
ｆ
ｌ
Ｋ
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
同
二
郎
・
：
山
本
典
世
＝
大
久
保

少
年
剣
友
会

〔
柔
道
〕

▽
一
部
・
・
・
横
林
行
治

▽
二
郎
・
・
・
中
西
伸
二

▽
三
部
・
・
・
㈲
帯
狐

▽
四
郎
・
・
・
古
田
正
男

▽
五
郎
・
・
・
大
槻
一
弥

〔
少
年
柔
道
〕

▽
小
学
一
年
■
■
■
≫
－
明

▽
小
学
二
年
・
・
・
原
田
尚
大

▽
小
学
嘉
Ｔ
田
中
勝
志

▽
小
学
四
年
・
＝
山
口
明
裕

▽
小
学
五
年
・
・
・
中
谷
英
之

▽
小
学
六
年
・
・
・
一
一
―
英

▽
中
学
一
年
・
・
山
田
宿
志
樹

▽
中
学
二
年
・
・
・
儀
賀
和
人

▽
中
学
嘉
Ｔ
伊
藤
睦
夫

〔
空
手
道
〕

▽
最
優
秀
泰
ｉ
・
・
・
斉
藤
慎
亮
ｎ
誠

志
館

▽
優
秀
湛
一
ｉ
・
＝
岩
九
健
朗
1
1
城
ｆ
ｆ
ｉ

〔
水
泳
〕

▽
小
学
生
の
郎

・
男
子
2
5
灯
自
由
型
・
・
・
北
山
隆
史

・
男
子
2
5
μ
平
泳
・
・
・
北
山
隆
史

・
男
子
2
5
μ
背
泳
・
・
・
堀
井
庄
一

・
男
ぶ
膏
自
由
型
・
・
・
吉
田
真

・
男
子
5
0
μ
平
泳
・
・
・
小
野
正
清
一

・
女
子
2
5
μ
自
由
型
・
・
・
藤
森
広
美

・
女
孟
貸
平
泳
・
・
・
堀
井
美
智
子

＝糖尿病の話と映画のつどい＝
▽
1
6
ぶ
一
一
歳
の
郎

・
男
子
5
0
μ
自
由
型
…
福
井
雅
浩

・
男
子
5
0
μ
平
泳
・
・
・
向
弘
之

・
男
子
5
0
■
5
背
泳
・
・
・
藤
井
康
司

・
男
ヱ
血
μ
平
泳
・
：
向
弘
之

・
男
子
2
5
μ
背
泳
・
・
小
野
正
直

・
女
子
2
5
μ
自
由
型
・
・
・
林
美
由
紀

・
女
子
2
5
5
平
泳
・
・
・
林
美
由
紀

▽
3
0
歳
以
上
の
郎

・
2
5
ｓ
自
由
型
・
：
村
岡
康
一

・
2
5
μ
平
泳
・
・
・
近
藤
徹
也

・
2
5
μ
背
泳
・
：
野
口
安
造

（
社
会
教
育
課
）

－
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事務局宇治市広野町西裏99

（京都相互銀行西側）

大久保文化センタ

闇
－
一京

都
百
合
姿
き
も
の
学
院

Ｏ
毎
日
（
週
一
回
）

胃
腸
］
幽

朝
‥
月
・
水
曜
日
（
週
二
回
）

Ｏ
夜
¨
火
‘
木
曜
日

瓢
－
］
圖

Ｏ
月
・
木
曜
日
（
週
二
回
）

ｎ
ｉ
ｌ

ｉ ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ

？
． Ｓ

”
”
”

’
Ｉ
Ｉ
Ｈ

Ｏ
日
曜
日
（
週
一
回
）

闇
闇
Ｉ

○
水
曜
日
（
週
一
回
）

闇
闇
屋

Ｏ
水
曜
日
（
週
一
回
）

圓
圓
扁

○
月
・
水
・
金
曜
日
（
週
一
回
）

－
－
－
－
－
4

、
％
『
・
『
』
濃
～
寸
湘

－
・
＾
’
。
＾
ｍ
～
’
’
｛
Ｍ
＼
＼
ｍ

1
1
1
1
1
÷
÷
ｌ
ｉ
ｒ
■
ｊ
『
『
■
Ｉ
『
『
『
1
1
1
1
1
♂
ｊ
『

｛
公

ゐ
一
ぴ
リ

凹
圖
四
皿

Ｏ
児
童
画
コ
ー
ス
火
曜
日

凶
Ｍ
‥
い
恚
―

凹
四
麟
扁

○
小
・
中
学
生
土
・
日
曜
日

○
高
・
一
般
土
曜
日

Ｏ
個
人
コ
ー
ス
水
・
木
・
土
・
日
曜

－
闇
闇

‐
キ
エ
フ
国
立
バ
レ

寺
田
バ
レ
エ
ー
ア
ー
ト
ー
ス
ク
ー
ル

〇
金
曜
日

552

■
人
権
（
身
の
上
）

相
談
所
を
開
設

の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
秘
書
課
）

■
市
民
音
楽
会

治
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
部
、
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
、
思
落
高
校
＝
Ｉ
ラ

ス
部
、
宇
治
市
役
所
軽
音
楽
郎
、

菟
逡
マ
ザ
ー
フ
口
ッ
グ
コ
ー
ル
、

宇
治
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
哨
宇
治

中
合
唱
ク
ラ
ブ
、
神
明
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

コ
ー
ラ
ス
部

（
公
民
館
）

■
ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動

み
ん
な
で
参
加
を

毎
年
春
と
秋
の
二
回
、
市
民
あ
げ
て

美
化
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

宇
治
川
周
辺
の
一
斉
消
掃
を
は
じ

め
、
植
樹
に
よ
る
緑
化
事
業
や
草
刈

り
な
ど
が
日
を
決
め
て
行
わ
れ
て
い

る
ほ
か
、
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
で

は
、
自
宅
周
辺
の
清
掃
を
自
主
的
に

取
り
組
ま
れ
て
お
凹
、
こ
の
運
動
は

ま
す
ま
す
盛
り
あ
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。こ

と
し
は
、
初
日
の
1
1
月
0
．
7
一
日
に

参
加
の
三
十
五
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の

持
場
を
一
斉
清
掃
奉
仕
ず
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
各
商
店
、
工
か
、
市
民
の

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
運
動
期
間
中
に

周
囲
の
美
化
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
ク
リ
ー
ン
宇
治

運
勣
推
進
協
議
会
）

■
国
民
健
康
保
険
料

納
付
を
お
忘
れ
な
く

χ
Ｉ
Ｏ

Ｉ
Ｖす

て
犬
、

う
。

（
保
険
年
金
課
）

■
野
犬
の
薬
殺

す
て
ネ
コ
は
や
め
ま
し
ょ

（
保
健
衛
生
課
）
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